
　

千
葉
県
は
８
月
１
日
か
ら
11
年
３
月

31
日
ま
で
の
１
年
８
カ
月
の
間
、
Ｅ
Ｔ

Ｃ
車
に
限
り
、
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン

の
通
行
料
金
を
平
日
、
土
日
祝
日
を
問

わ
ず
、
普
通
車
通
常
料
金
３
０
０
０
円

を
８
０
０
円
に
、
大
型
車
４
９
５
０
円

を
１
３
２
０
円
に
引
き
下
げ
る
社
会
実

験
を
開
始
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
千
葉
県
で
は
地
域
経

済
の
活
性
化
と
地
域
振
興
に
結
び
つ
け

る
た
め
に
、
市
町
村
や
民
間
事
業
者
等

と
連
携
し
て
、
観
光
の
振
興
、
企
業
誘

致
の
促
進
や
関
連
道
路
網
の
整
備
を
進

め
て
、
恒
久
的
な
通
行
料
金
の
引
き
下

げ
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
し
て
い
る
。

　

千
葉
地
方
最
低
賃
金
審
議
会（
会
長
＝

手
塚
和
彰
青
山
学
院
大
学
教
授
）
は
８

月
６
日
、
千
葉
県
最
低
賃
金
（
時
間
額
）

７
２
３
円
を
５
円
引
き
上
げ

「
時
間
額
７
２
８
円
」

　

と
す
る
こ
と
を
千
葉
秀
木
千
葉
労
働

局
長
に
答
申
し
た
。
こ
れ
を
受
け
千
葉

労
働
局
で
は
異
議
申
出
の
公
示
な
ど
の

諸
手
続
き
経
て
千
葉
県
最
低
賃
金
を
決

定
、
10
月
３
日
か
ら
改
定
さ
れ
た
。

　

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
は
、
先
の
総

選
挙
で
も
争
点
の
一
つ
に
な
っ
た
が
、

千
葉
県
で
も
最
低
賃
金
が
生
活
保
護
水

準
を
下
回
る
「
逆
転
現
象
」
に
対
し
、

労
働
者
側
は
こ
れ
と
の
整
合
性
を
求
め

て
い
た
。

　

経
営
者
側
も
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は

理
解
を
示
し
て
い
る
も
の
の
、
コ
ス
ト

上
昇
は
雇
用
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね

ず
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
価
格
競
争
か
ら

生
産
拠
点
の
海
外
移
転
を
加
速
さ
せ
れ

ば
、
働
く
場
所
そ
の
も
の
が
失
わ
れ
か

ね
ず
、
現
在
の
厳
し
い
経
済
情
勢
下
で

は
、
生
活
保
護
と
の
乖
離
は
複
数
年
で

解
消
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
た
が
、

今
回
の
改
定
に
よ
り
千
葉
県
に
お
け
る

乖
離
は
解
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

経
済
産
業
省
は
８
月
20
日
、
10
年
度

予
算
の
概
算
要
求
額
を
発
表
し
た
。　

　

そ
の
う
ち
中
小
企
業
対
策
費
は
09
年

度
当
初
予
算
比
22
・
９
％
増
の
１
６

０
３
億
円
を
計
上
。
要
求
の
ポ
イ
ン
ト

は
景
況
悪
化
に
対
す
る
緊
急
的
な
支
援

対
策
と
、
危
機
の
後
を
見
据
え
た
経
営

力
向
上
支
援
、
新
分
野
進
出
支
援
、
商

店
街
の
活
性
化
支
援
の
４
項
目
。

　

千
葉
県
中
小
企
業
団
体
事
務
局
責
任

者
協
会
（
会
長
＝
長
沢
啓
司
千
葉
鉄
工

業
団
地
（
協
）
専
務
理
事
）
は
、
８
月

25
日
、
千
葉
市
内
に
お
い
て
環
境
問
題

を
テ
ー
マ
に
「
組
合
運
営
・
企
業
経
営

研
究
会
」
を
開
催
し
た
。

　

は
じ
め
に
「
企
業
経
営
と
環
境
問
題

へ
の
対
応
」
と
題
し
て
（
独
）
中
小
企

業
基
盤
整
備
機
構
環
境
経
営
支
援
室
の

川
島
昭
彦
経
営
専
門
指
導
員
が
、
廃
棄

物
の
減
量
化
、
環
境
汚
染
の
防
止
や
化

学
物
質
の
安
全
管
理
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
等
、
様
々
な
環
境
・
安
全
問
題
等

に
積
極
的
に
対
応
す
る
こ
と
は
、
わ
が

国
に
求
め
ら
れ
て
い
る
国
際
的
な
責
務

で
あ
り
、
中
小
機
構
で
は
、
中
小
企
業

を
対
象
に
、
各
種
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
規

制
へ
の
対
応
、
化
学
物
質
の
適
正
使
用
・

適
正
管
理
の
推
進
、
環
境
管
理
・
監
査

制
度
の
国
際
規
格
へ
の
適
切
な
対
応
や

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
等
へ
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
と
講
演
。

　

続
い
て
野
田
工
業
団
地
（
協
）
の
会

員
企
業
㈱
サ
ン
コ
ー
石
川
勝
巳
代
表
取

締
役
が
自
社
の
環
境
経
営
の
取
り
組
み

の
経
緯
と
グ
リ
ー
ン
購
入
、節
電
、節
水
、

二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
、
廃
棄
物
の
発

生
抑
制
等
具
体
的
な
テ
ー
マ
ご
と
の
成

果
と
問
題
点
を
挙
げ
て
、
中
小
企
業
に

と
っ
て
環
境
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
の

必
要
性
を
強
く
訴
え
る
事
例
発
表
を
行

な
っ
た
。　

　

厚
生
労
働
省
は
８
月
28
日
、
国
内
の

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
時
の
入
院

者
数
や
重
症
者
数
な
ど
を
予
測
し
た

「
流
行
シ
ナ
リ
オ
」
を
発
表
し
た
。

　

患
者
は
流
行
入
り
か
ら
８
～
９
週
間

で
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
国
民
の
20
％
が
罹

患
し
た
場
合
、
最
高
で
１
日
に
約
76
万

人
が
発
症
し
、
４
万
６
４
０
０
人
が
入

院
す
る
状
態
に
な
る
と
推
計
し
て
い
る
。

　

国
立
感
染
症
研
究
所
の
調
べ
を
シ
ナ

リ
オ
に
当
て
は
め
る
と
、
10
月
上
旬
に

第
一
波
の
ピ
ー
ク
が
訪
れ
る
こ
と
に
な

り
、
厚
労
省
は
「
流
行
を
少
し
で
も
小

さ
く
す
る
た
め
に
シ
ナ
リ
オ
を
示
し
て
、

各
自
治
体
や
個
人
レ
ベ
ル
で
も
感
染
拡

大
防
止
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
呼

び
か
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
万
一
感
染
し
て
し
ま
っ
た
場

合
に
は
、
二
次
感
染
を
防
止
す
る
た
め

に
も
、
事
前
連
絡
な
く
近
く
の
医
療
機

関
を
受
診
し
な
い
で
、
ま
ず
、
保
健
所

等
の
発
熱
相
談
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
、

東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
８
０
０
円

県
等
が
指
定
す
る
発
熱
外
来
な
ど
を
受

診
す
る
よ
う
に
注
意
を
促
し
て
い
る
。

◎
新
型
イ
ン
フ
ル
相
談
窓
口

６
時
～
22
時
（
土
日
、
祝
日
を
含
む
）

℡
０
４
３・
２
２
３・
４
４
１
１

　

本
会
は
、
９
月
３
日
商
工
中
金
千
葉

支
店
に
お
い
て
金
融
懇
談
会
を
開
催
し

た
。
当
日
は
本
会
か
ら
佐
藤
専
務
理
事
、

藤
原
事
務
局
長
は
じ
め
14
名
の
指
導
員

が
、
商
工
中
金
か
ら
は
渡
邉
千
葉
支
店

長
、
田
村
松
戸
支
店
長
は
じ
め
13
名
が

参
加
し
、
最
近
の
金
融
情
勢
や
県
内
の

組
合
設
立
状
況
と
労
働
事
情
の
報
告
が

行
な
わ
れ
意
見
交
換
し
た
。

　

９
月
７
日
、
千
葉
県
は
県
内
の
中
小

企
業
で
地
域
経
済
活
性
化
へ
貢
献
し
た

企
業
や
商
店
街
の
振
興
・
発
展
に
取
組

み
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
た
商
店
街

を
表
彰
す
る
、
千
葉
の
ち
か
ら
「
中
小

企
業
表
彰
」
を
行
な
っ
た
。

　

本
会
推
薦
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

▼
大
栄
陸
運
㈱
▼
㈱
リ
ー
ジ
ッ
ク
▼
千

葉
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
商
店
街

（
振
）
▼
（
協
）
一
宮
ス
タ
ン
プ
会

金
融
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会

組
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業
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営
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新
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10
月
が
ピ
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に

千
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県
最
低
賃
金

10
月
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日
よ
り
７
２
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円

中
小
企
業
対
策
費
１
６
０
３
億
円

千
葉
の
ち
か
ら
中
小
企
業
表
彰
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